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日
本
の
整
形
外
科
の
草
創
期
に
林
曄
（
一
八
六
六
’
一
九
四

四
）
・
田
代
義
徳
（
一
八
六
四
’
一
九
三
八
）
・
松
岡
道
治
（
一
八
七

一
’
一
九
五
三
）
・
住
田
正
雄
（
一
八
七
八
’
一
九
四
六
）
の
四
人
が

渡
独
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
林
、
田
代
、
住
田
の
三
人
は

出
国
号
号
①
侭
大
学
の
整
形
外
科
ポ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
主
任
で
助
教

授
の
○
月
日
ぐ
自
官
房
（
屍
雪
ｌ
ら
ぷ
）
に
学
ん
で
い
る
。
三
人
と

も
日
本
で
は
東
大
の
外
科
の
ド
イ
ツ
人
教
師
ス
ク
リ
バ
Ｑ
員
旨
の

尻
目
］
粋
１
９
房
お
ｌ
ｇ
Ｓ
）
の
門
下
生
で
あ
っ
た
。
最
初
に
留

学
し
た
林
は
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら
明
治
三
○
年
で
、
帰

国
後
、
外
科
及
び
矯
正
外
科
を
標
桧
し
林
病
院
を
開
設
し
た
。

林
が
く
三
凰
吊
の
下
に
学
ん
だ
の
は
、
く
巳
凰
易
の
所
属
す
る

外
科
学
主
任
言
①
胃
ｇ
い
く
○
ご
Ｒ
閏
昌
（
届
だ
Ｉ
思
届
）
と
ス
ク

リ
バ
が
言
胃
圃
冒
侭
大
学
外
科
国
閏
員
国
ご
ロ
冨
開
の
（
屍
亀
１

16

オ
ス
カ
ー
・
フ
ゥ
ル
ビ
ウ
ス
（
一
八
六
七
’
一

九
三
六
）
と
日
本
の
草
創
期
整
形
外
科
医
達

蒲
原
宏

屍
淫
）
教
授
の
教
室
で
一
緒
に
学
ん
で
い
た
関
係
で
紹
介
さ
れ
整

形
外
科
部
門
で
も
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明

治
三
三
年
（
一
九
○
○
）
に
渡
独
し
た
田
代
は
や
は
り
ス
ク
リ
バ
か

ら
紹
介
さ
れ
、
か
っ
て
雪
胃
圃
ｇ
侭
大
学
で
冒
四
の
、
教
授
の
下
で

同
門
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
整
形
外
科
教
室
の
主
任
と

な
っ
て
転
任
し
た
筐
冨
算
出
○
或
奥
畠
＄
ｌ
己
Ｓ
）
に
学
ん
だ
後
、

Ｒ
閏
昌
の
助
教
授
く
匡
冒
易
か
ら
整
形
外
科
を
学
ぶ
こ
と
と
な

っ
た
。田

代
は
こ
こ
で
腱
移
行
術
、
同
形
成
術
と
と
も
に
、
く
匡
冒
昂
が

力
を
入
れ
て
い
た
肢
体
不
自
由
児
の
療
育
と
骨
関
節
結
核
に
対
す

る
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
方
式
に
よ
る
治
療
に
つ
い
て
学
び
大
き
く
開
眼

す
る
。
田
代
が
柏
倉
松
蔵
（
一
八
八
二
’
一
九
六
四
）
と
く
夫
妻
が

設
立
し
た
日
本
最
初
の
肢
体
不
自
由
児
療
育
施
設
柏
学
園
の
運
営

を
援
助
し
、
ま
た
骨
関
節
結
核
児
の
た
め
に
寛
徳
園
、
市
立
光
明

学
校
の
開
設
な
ど
の
社
会
活
動
の
中
に
整
形
外
科
を
生
か
し
て
行

く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
仕
事
は
高
木
憲
次
（
一
八
八
八
’
一
九
六
三
）

に
引
っ
が
れ
発
展
し
現
代
に
至
っ
て
い
る
。

住
田
も
言
“
×
言
目
冒
の
（
屍
雪
ｌ
己
邑
に
従
学
の
後
く
匡
言
旨
の

に
腱
手
術
を
学
び
、
そ
の
後
関
節
形
成
術
を
指
向
し
て
固
葛
ヨ
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毛
四
旨
（
屍
ご
ｌ
己
急
）
に
つ
く
こ
と
と
な
る
。

松
岡
が
く
匡
言
旨
の
を
訪
ね
た
か
否
か
は
資
料
を
欠
く
。

日
本
か
ら
の
初
期
整
形
外
科
留
学
者
に
可
成
強
い
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
く
匡
言
旨
の
の
生
涯
と
そ
の
業
績
に
つ
い
て
調
査
し
た

概
略
を
紹
介
し
て
お
く
。

ぐ
巨
言
旨
の
は
一
八
六
七
年
一
月
三
○
日
国
且
①
。
州
国
○
醤
の
侭

に
生
ま
れ
、
一
九
三
六
年
七
月
二
八
日
国
且
困
四
弓
目
画
匡
で
自
動

車
衝
突
事
故
で
即
死
し
た
。
享
年
六
九
歳
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
、

ベ
ル
リ
ン
大
学
で
医
学
を
学
び
、
一
八
九
○
年
医
師
試
験
合
格
、

一
八
九
一
年
’
一
八
九
六
年
ま
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
外
科
で

助
手
、
一
八
九
四
年
に
整
形
外
科
指
導
医
資
格
を
取
得
、
一
九
○

二
年
助
教
授
と
な
り
同
大
学
整
形
外
科
ポ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
主
任
と

な
る
。バ

ー
デ
ン
地
区
肢
体
不
自
由
児
施
設
、
整
形
外
科
専
門
病
院
は
、

骨
関
節
結
核
治
療
を
行
う
特
殊
な
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
式
療
育
を
主
目

的
と
し
て
運
営
し
、
そ
の
指
導
的
な
役
割
を
果
し
た
。
特
に
そ
の

施
設
は
温
泉
地
で
留
邑
禺
日
ご
目
曾
一
今
自
記
９
月
二
四
巨
と
し
て

骨
関
節
結
核
治
療
の
メ
ッ
カ
と
な
り
大
気
療
法
、
日
光
浴
な
ど
も

広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
東
部
戦
線
で
戦

傷
患
者
の
治
療
と
戦
後
の
社
会
復
帰
に
指
導
的
役
割
を
果
し
て
い

つ
（
》
○

腱
形
成
術
に
よ
る
変
形
の
矯
正
、
機
能
の
回
復
に
ぐ
匡
冒
扁
法

を
提
唱
し
て
好
評
を
得
、
ま
た
上
肢
の
麻
痒
機
能
障
害
に
肩
関
節

圧
迫
固
定
術
を
行
う
新
法
を
提
唱
し
て
い
る
。
生
涯
の
学
術
論
文

は
二
八
○
篇
余
で
あ
る
。
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
主
な
る
も
の
と
し
て
は

シ
こ
の
Ｑ
①
Ｒ
Ｏ
Ｈ
号
○
℃
四
ｇ
の
ｏ
ゴ
①
勺
国
凶
の
（
屍
麗
）
、
言
①
。
ず
ぃ
己
の
凸
面
の

○
風
ゴ
○
口
四
巳
①
含
や
つ
巴
）
口
庸
の
①
宮
〕
の
貝
き
①
門
ロ
四
四
口
国
ロ
ロ
”
（
ご
つ
ど
》

豆
①
ｍ
①
ゴ
騨
口
己
屋
ロ
ｍ
口
角
ｇ
旨
巴
①
ご
【
ヨ
ユ
①
ユ
四
宮
己
巨
ｐ
ｍ
（
忌
弓
）
・

こ
れ
は
英
、
仏
、
露
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
○
吋
吾
‐

○
℃
煙
島
の
凸
面
①
弓
彦
角
“
ロ
①
（
岳
弓
）
》
目
①
シ
巨
閏
房
目
ｐ
ｍ
。
①
の
の
蝕
凰
‐

国
威
○
酌
凰
①
刷
倉
や
畠
）
ゞ
○
風
彦
○
℃
ｇ
ｍ
ｏ
ゴ
①
○
口
①
吋
胃
ざ
口
竺
①
面
吋
①
（
ら
届
）

が
あ
る
。

国
且
①
罰
四
口
で
国
自
に
は
く
巨
言
旨
め
鴛
国
胡
①
が
あ
り
、
ぐ
匡
言
旨
ゅ

冒
言
爵
⑦
冒
す
国
｜
は
一
九
一
二
年
来
つ
づ
い
て
お
り
、
一
三
五
床

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
現
所
長
の
シ
昌
目

呼
四
巨
冒
博
士
は
神
戸
大
学
整
形
外
科
に
留
学
し
、
柏
木
大
治
名
誉

教
授
と
親
交
が
あ
り
、
明
治
時
代
以
来
の
関
係
が
現
代
も
保
た
れ

て
い
る
。
（
日
本
歯
科
大
学
医
の
博
物
館
）


